
岩
高
短
歌 

～
ワ
タ
シ
タ
チ
ノ
ウ
タ
～ 

月
間
優
秀
作
品 

Ｈ
３
０
⑦

 
 

全
校
生
徒
の
作
品
の
中
か
ら
、
優
れ
た
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。 

十
一
月
の
お
題
は
「
岩
高
祭
」
・
「
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
・
（
三
年
生
）
「
就
職
・
進
学
」
で
す 

月
間
賞 

「
あ
り
が
と
う
」
ヨ
ー
ヨ
ー
受
け
取
る
小
さ
な
手
カ
ラ
フ
ル
な
笑
顔
水
面
に
映
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

一
―
三 

千
葉 

み
ず
き 

第
二
席 

黄
金

こ

が

ね

色
に
穭

ひ
つ
じ

照
ら
さ
れ
赤
蜻
蛉

と

ん

ぼ

を
我
も
追
い
か
け
走
る
野
の
道 

 
 

三
―
二 

福
地 

柾
斗 

 
 

 
 

※
穭
…
ヒ
ツ
チ
・
ヒ
ヅ
チ
と
も
言
う
。
刈
り
取
っ
た
後
に
再
生
す
る
稲
で
、
秋
の
季
語
。
ひ
つ
じ
穂
。 

 

第
三
席 

息
切
ら
し
ペ
ー
ス
が
落
ち
た
そ
の
直
後
先
生
か
ら
の
声
援
あ
り
け
り 

 
 
 

 
 
一
―
一 

澁
谷 

大
輝 

新
鮮
な
空
気
雰
囲
気
心
意
気 

命
育
む
秋
の
祭
典 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

一
―
一 

中
澤
ひ
な
た 

マ
ラ
ソ
ン
の
過
酷
な
道
を
友
と
行
く
こ
れ
が
僕
ら
の
箱
根
駅
伝 

 
 

 
 

 
 

一
―
二 
朝
倉 

成
輝 

 

優
良
賞 

マ
ラ
ソ
ン
で
見
慣
れ
た
道
を
三
年
間
友
と
走
っ
た
思
い
出
の
道 

 
 

 
 

 
 

三
―
一 

今
野 

玲
奈 

三
回
目
最
後
に
な
っ
た
岩
高
祭
楽
し
さ
の
裏
に
寂
し
さ
残
る 

 
 

 
 

 
 

 

三
―
三 

北
山 

悠
斗 

窓
の
下
魑
魅
魍
魎
の
に
ぎ
わ
い
の
焦
げ
た
に
お
い
は
秋
風
に
の
る 

 
 

 
 

 

二
―
三 

氏
家 

鉄
朗 

恋
心
膨
ら
ん
で
い
く
水
風
船
で
も
君
は
い
な
い
そ
こ
に
は
い
な
い 

 
 

 
 

 

一
―
三 

佐
々
木
愛
梨 

佳
作 

空
の
下
ま
っ
す
ぐ
続
く
そ
の
道
は
風
が
背
を
押
す
秋
の
に
お
い 

 
 

 
 

 
 

 

二
―
一 

鈴
木
奈
津
美 

い
つ
も
そ
う
我
慢
し
た
分
よ
く
な
る
結
果
狙
う
は
ベ
ス
ト
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
て 

 

二
―
三 

佐
藤 

優
希 

ラ
ン
ナ
ー
が
走
り
抜
け
て
く
そ
の
姿
上
昇
気
流
に
乗
っ
た
鳥
の
よ
う 

 
 

 
 

 

一
―
三 

沖
田 

希
望 

ゆ
る
や
か
な
坂
が
多
い
岩
出
山
秋
の
風
う
け
ゴ
ー
ル
を
目
指
す 

 
 

 
 

 
 

 

一
―
三 

辻 

花
音 


